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石くど いしくど
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市指定
所在地：熊谷

篠山城築城の集石場 ささやまじょうちくじょうのしゅうせきじょう

市指定
所在地：当野

熊谷の田の中にあり、
巨石が組合わさって石室
状となっている。本来は、
横穴式石室を主体部とし
た古墳があり、その封土
が失われて石室を露出さ
せたものである。石室は
高さが3ｍ、長さ約4ｍ、
羨道
せんどう

部が5ｍあり、飛鳥の
石舞台古墳のミニチュア
版として親しまれている。
なお地元では、「火雨が
降ったときの隠れ場」と
の伝説があり、「石くど」
と通称している。

篠山城は、慶長14年
（1609）に西日本諸大名の
助役
すけやく

によって築城された。
この築城に際し、市内各地
において、石垣に使用する
石材が多量に切り出された
ことが、普請に参加した大
名家の文書から明らかとな
っている。
当野では、普請場まで搬
出されなかった石材が数多
く残っており、各大名が刻
ませたと見られる刻印の残
るものが中にはある。
篠山城築城時における、

石場の様子を物語る資料で
ある。


